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米子市自治連合会　平成28年度定例総会開催

自治会への加入の促進に関する協定を締結

５月 21日（土）米子市文化ホールを会場に定例総会を開催しました。表彰や事例発表、事業計画等決定、
新年度役員選出などが行なわれ、今年度のスタートとなりました。

■感謝状贈呈（自治会長10年在任）８名
　　義 方 地 区（立町2丁目自治会） 鹿島　恒勇　氏
　　加 茂 地 区（三柳団地４区自治会） 松岡　　勉　氏
　　河 崎 地 区（御建自治会） 北村軍二郎　氏
　　福生西地区（温泉1区自治会） 佐藤　武儼　氏
　　福米東地区（上場谷2区自治会） 八幡　忠義　氏
　　彦 名 地 区（彦名9区自治会） 東中　信正　氏
　　成 実 地 区（古市自治会） 赤本　保広　氏
　　巌 地 区（二本木自治会） 妹尾多紀一　氏

■事 例 発 表　車尾地区　さんさん会　　
　　　　　　　　福生東地区　米子福生凧の会
　＊前年度鳥取県頑張る住民自治活動表彰受賞団体（鳥取県知事表彰）

　自治会への加入促進の取り組みとし
て、米子市自治連合会、公益社団法人
鳥取県宅地建物取引業協会西部支部及
び米子市の三者で、平成28年7月15
日に「自治会への加入の促進に関する
協定書」を締結しました。
　今回の協定締結により、米子市内に
転入、転居される方に対して、公益社
団法人鳥取県宅地建物取引業協会西部
支部の協力を得ながら加入率向上を目
指すものです。一番の地域コミュニテ
ィである自治会への加入促進を図るこ
とによって、明るく住み良い、安心で
安全なまちづくりを進めていきます。



自
治
会
活
動
!!

会
席
・
折
詰
・
仕
出
し

大
小
宴
会
場
完
備

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
送
迎

ス
ピ
タ
ウ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

山
陰
・
米
子
・
皆
生
温
泉

四
季
を
奏
で
る
さ
ら
さ
の
宿

政
府
登
録
国
際
観
光
旅
館

だ
ウ
オ
ー
ク
大
会

区
自
治
会
　
会
長
　
浜
田
　
幸
夫

育
部
は
、
健
康
増
進
と
歴
史
文
化
の
探

校
区
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
を
催
し
て

「
江
戸
時
代
の
ロ
マ
ン
を
求
め
て
」
の

日
、
約
50
人
が
参
加
し
て
米
子
城
主
ゆ

し
ま
し
た
。

て
最
初
は
、
荒
尾
家
の
菩
提
寺
・
了
春

次
は
初
代
米
子
城
主
・
中
村
一
忠
が

祇
園
町
1丁
目
）。
最
後
は
中
村
一
忠
の

池
田
由
之
の
菩
提
寺
・
総
泉
寺
（
愛

た
。
ど
の
墓
域
も
堂
々
と
し
た
石
碑
や

り
、
楽
し
ん
だ
納
涼
祭

治
連
合
会
　
会
長
　
吉
村
　
秀
次

安
全
、
安
心
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

「
笑
顔
は
じ
け
る
夏
祭
り
！
み
ん
な
で

！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
7月
30
日
に

で
、
納
涼
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
の
中
、
前
日
よ
り
準
備
に
か
か
り
、

長
に
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
賜
り
ま
し

に
よ
る「
こ
れ
が
日
本
の
お
ま
つ
り
さ
」

公
民
館
教
室
・
同
好
会
の
「
ハ
ワ
イ
ア

り
」・
「
健
康
体
操
や
っ
て
未
来
や
塾
」

進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
広
場
に
は
、
か

て
く
じ
・
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
・
手
打
ち
そ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
焼
き
鳥
・
焼
き
そ
ば
・

の
露
天（
地
元
有
志
の
皆
さ
ん
の
出
店
）

が
そ
れ
ぞ
れ
お
目
当
て
の
品
を
買
う
た

き
、
広
場
は
大
混
雑
し
て
い
ま
し
た
。

る
と
、
大
き
な
太
鼓
が
準
備
さ
れ
盆
踊

関
の
五
本
松
の
替
え
歌
の
「
わ
れ
ら
人

坑
節
」「
か
ん
ど
」
等
を
皆
で
に
ぎ
や

　「
防
音
堤
」
て
何
な
の
、
津
波
対
策
の
「
防
潮
堤
」
は
知

っ
て
い
る
け
ど
・
・

　
大
篠
津
町
は
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
が
あ
り
、
滑
走
路
を

供
用
し
て
い
る
米
子
空
港
が
存
在
し
ま
す
。
米
子
空
港
滑
走

路
を
25
00
メ
ー
ト
ル
に
延
長
す
る
事
に
伴
い
、
平
成
17
年

度
か
ら
構
造
検
討
、
設
計
が
さ
れ
、
平
成
19
年
度
に
防
音

堤
が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
に
は
滑
走
路

の
延
長
が
完
成
し
ま
し
た
。
所
謂
航
空
機
の
騒
音
被
害
を
少

し
で
も
和
ら
げ
る
対
策
で
す
。

　
家
の
防
音
工
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
は
体

感
で
き
る
が
、
外
で
の
防
音
堤
で
航
空
機
の
騒
音
を
縮
小
出

来
る
か
甚
だ
困
難
で
あ
り
、
器
材
に
よ
る
測
定
効
果
は
で
て

い
ま
す
が
、
体
感
効
果
は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
学
問
的
な
話
は
別
に
し
て
そ
の
防
音
堤
の
草
刈
を

私
達
自
治
会
の
有
志
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
か
ら
毎
年
年

２
回
「
愛
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
組
織
を
結
成
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
防
音
堤
は
高
さ
約
５
メ
ー
ト

ル
の
長
さ
約
12
0メ
ー
ト
ル
の
台
形
の
構
造
で
二
箇
所
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
斜
面
の
草
刈
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
最
初
は

第
４９
回
全
国
ホ
タ
ル
研
究
会

鳥
取
県
よ
な
ご
大
会
実
行
委
員
長（
ホ
タ
ル
ネ
ッ
ト
春
日
会
長
）

田
辺
　
雄
一

　
全
国
ホ
タ
ル
研
究
会
が
平
成
28
年
７
月
１
日
～
３
日
ま

で
、
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
と
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
～
沖
縄
久
米
島
ま
で
日
本

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
愛
好
家
が
集
ま
り
、
衆
参
国

会
議
員
、
鳥
取
県
知
事
、
米
子
市
長
を
は
じ
め
鳥
取
県
西
部

の
市
町
村
長
が
全
員
で
歓
迎
し
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　
高
校
生
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
「
荒
神
神
楽
の
舞
」、
交

流
懇
親
会
で
の
子
ど
も
達
の
「
米
子
が
い
な
太
鼓
」、
「
安
来

節
や
ド
ジ
ョ
ウ
す
く
い
」、
「
淀
江
さ
ん
こ
節
」
と
地
元
芸
能

も
披
露
し
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
堪
能
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
箕
蚊
屋
小
学
校
を
は
じ
め
、
大
山
小
学
校
、
南
部
町
会
見

小
学
校
、
江
府
小
学
校
、
日
南
小
学
校
と
そ
れ
ぞ
れ
演
技
や

研
究
発
表
を
し
、
地
域
一
帯
と
な
っ
た
活
動
を
全
国
の
人
に

Ｐ
Ｒ
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
大
成
功
だ
っ
た
の

が
、
日
南
町
福
万
来
の
ヒ
メ
ボ
タ
ル
と
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
コ

五
輪
塔
が
建
立
さ
れ
、
殿
様
の
権
威
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
往
復
5k
m
。
因
幡
街
道
や
出
雲
街
道
を
歩
き
、
道
中
に

は
西
田
税
、生
田
春
月
の
生
家
跡
や
日
野
往
来
の
分
岐
点「
ひ

ょ
う
た
ん
小
路
」を
見
ま
し
た
。
復
路
は
外
堀
跡
を
散
策
し
、

往
古
の
街
並
み
を
し

の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
歩
き
な
が
ら

昔
の
米
子
の
一
端
を

知
る
こ
と
が
で
き
、

ま
さ
に
充
実
し
た
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
大
会
で

し
た
。

か
に
踊
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
全
員
参
加
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
あ
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
勝
ち
残
っ
た
人
に
景
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
人
々
が
集
ま
り
、
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
で
普
段

か
ら
挨
拶
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
場
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
毎
年
５
月
末
頃
航

地
の
航
空
祭
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

に
カ
メ
ラ
マ
ン
が
大
勢
集
ま
り
、
ブ
ル
ー

技
飛
行
を
撮
影
又
は
見
学
し
て
い
ま
す
。

ら
な
い
ま
ま
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
皮
肉
な

　
ま
た
、
こ
の
防
音
堤
は
海
抜
約
９
メ
ー

か
ら
１
キ
ロ
程
離
れ
て
お
り
、
あ
っ
て
は

す
が
、
津
波
対
策
の
避
難
場
所
と
し
て
も

の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
防
音
堤
は
、
外
浜
街
道
の
大
篠

向
か
う
境
線
線
路
脇
に

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

車
か
ら
見
ら
れ
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
参
考
ま
で
に

境
港
側
に
も
防
音
堤
二

箇
所
あ
り
、
境
港
の
自

治
会
の
方
が
担
当
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。
天
候
や
飛
翔

ま
す
が
、
当
日
は
ヒ
メ
も
ゲ
ン
ジ
も
数
え

乱
舞
で
、
全
国
の
愛
好
家
を
魅
了
し
ま
し

の
中
で
も
最
高
と
の
評
判
で
し
た
。

　
ホ
タ
ル
鑑
賞
後
、
ホ
テ
ル
に
帰
着
し

す
が
、
誰
も
が
、
疲
れ
よ
り
も
驚
嘆
の
声

た
行
き
た
い
と
い
う
方
が
大
半
で
し
た
。

　
米
子
市
、
江
府
町
、
南
部
町
、
日
南
町

れ
て
分
科
会
を
行
い
ま
し
た
が
、
全
て
評

の
大
会
は
大
成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
よ
な
ご
大
会
決
定
後
実
行
委
員
会
を
立

か
ら
段
取
り
を
し
、
大
会
時
も
た
く
さ
ん

な
り
、
お
か
げ
で
全
国
の
人
に
大
変
喜
ん

　
地
域
全
体
の
結
束
力
が

更
に
強
く
な
り
、
今
後
の

活
動
の
源
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
関
係
者
の
皆
様
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

中
村
一
忠
の
墓
所
を
見
学
す
る
参
加
者
（
感
応
寺
で
）



編 

集 

後 

記

　

最
近
の
新
聞
の
編
集
手
帳

に
、
プ
ロ
と
ア
マ
は
ど
う
違

う
の
だ
ろ
う
。
英
文
学
者
に

し
て
駄
洒
落
の
名
手
、
小
田

島
雄
志
（
小
生
は
全
然
知
ら

な
か
っ
た
）
さ
ん
の
説
は
味

が
あ
る
。

「
そ
の
道
に
苦
労
す
る
人
が

玄
人
、
そ
の
道
を
知
ろ
う
と

す
る
人
を
素
人
と
い
う
」
と

言
う
一
文
が
あ
り
ま
し
た
。

す
ご
く
的
を
え
た
味
の
あ
る

洒
落
で
大
変
感
心
し
ま
し

た
。

　
「
自
治
連
よ
な
ご
」
第
51

号
の
編
集
委
員
に
指
名
さ

れ
、
事
務
局
の
方
及
び
他
の

３
名
の
方
と
何
回
か
の
打
ち

合
わ
せ
を
重
ね
た
け
ど
、
小

生
は
知
ろ
う
と
す
る
事
ば
か

り
で
、
苦
労
し
て
立
派
な
編

集
を
と
す
る
気
持
ち
に
欠
け

て
い
た
と
深
く
反
省
し
ま
し

た
。
当
然
、
玄
人
で
は
な
く

素
人
な
ん
で
す
が
。

　

何
回
か
の
校
正
を
重
ね
編

集
を
終
え
る
事
が
で
き
ま
し

た
が
、
記
事
の
投
稿
に
ご
協

力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
自

治
会
の
皆
様
に
感
謝
と
御
礼

を
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、

今
後
の
編
集
に
あ
た
り
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

平
成
28
年
度

米
子
市
自
治
連
合
会

常
任
委
員（
各
地
区
自
治
連
合
会
長
）

の
み
な
さ
ん

啓　

成

大
西　

昭
彦

明　

道

大
櫃　

興
紀

就　

将

上
橋　

晃
治

義　

方 

○
杵
築　

俊
朗

住　

吉

森
脇　

卓
夫

車　

尾

高
野　

和
男

加　

茂

梅
林　

浩
史

河　

崎 

○
北
村
軍
二
郎

福
生
東

吉
村　

秀
次

福
生
西

福
景　

順
一

福
米
東

八
幡　

忠
義

福
米
西

堀　
　

純
寿

彦　

名 

○
木
村　

吉
春

崎　

津

武
良　

賢
治

大
篠
津

吉
岡　
　

元

和　

田

田
邉　

忠
雄

富　

益

手
島　
　

博

夜　

見 

◎
松
本　
　

眞

成　

実

脇
坂　

喜
啓

尚　

徳

大
塚　

清
徳

永　

江

松
井　

克
英

五
千
石

渡
部　

武
男

　

巌　

 

○
妹
尾
多
紀
一

春　

日

内
田　

欣
男

大　

高

後
藤　

修
二

　

県

奥
田　
　

登

淀　

江

丹
羽　

久
雄

◎
会
長　

○
副
会
長

　「第43回米子がいな祭り」の開催にあたりまして毎年格別なご支援、ご協

力をいただき誠にありがとうございます。本年も自治会を通じて変わらぬ

ご支援を賜り、2,735,978円もの募金をいただきました。厚くお礼申し上

げます。

県知事表彰に感謝
さんさん会会長　山根　宏司

○素敵な家、モダンなアパート、子どもの声の響く街、
観音寺新町１～５丁目
○屋号が息づく、涼風と水音の村、戸上
○門名で呼び合う山裾の村、観音寺
　旧観音寺村（現　新町１～５丁目・戸上・観音寺）の
田園風景は、もう目にすることは出来ません。波打つ稲
穂・赤とんぼ・ドンコ・ミズスマシ・遠い昔の思い出で
す。今では整然とした美しい街に、子どもの声が響き渡
り、そこかしこで談笑の輪が広がっています。
　さんさん会は新町・戸上・観音寺の住民が親睦を深め
ながら「新しいふる里作り」に取り組む会です。古墳時
代から現代まで、無数にある地域の宝を再発見、再考し
ながらの、ゆったりとした活動です。
　昨年度、この活動が自治連のご推挙で、県知事表彰を
いただくことが出来ました。この受賞を励みとし、今後
も、地域の連携と親睦の輪を広げてまいります。 検 索米子市観音寺地区さんさん

がいな祭り募金へのご協力ありがとうございました。


